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研究成果の概要（和文）：本研究では抽象顔の性質を fMRI による脳計測から探った．最も抽象

性が高い「顔文字」については，右下前頭回に有意な賦活が見られた．「顔アイコン」と「顔画

像」では右下前頭回と右紡錘状回に賦活が見られた．右下前頭回の賦活は，非言語コミュニケ

ーションに関連するためと考えられた．「似顔絵」の場合，側頭回付近に有意な賦活が見られ，

生物的な動きを連想させたと考えられた．このように抽象顔ごとの特徴と脳部位の関係を観察

することができた． 

 
 
研究成果の概要（英文）：We investigated the brain activities that are associated with 
abstract faces by using functional MRI (fMRI). The experimental results showed that the 
right inferior frontal gyrus was activated with emoticons, graphic emoticons and 
photorealistic faces. It is possible that the activation of the right inferior frontal 
gyrus is related to nonverbal communication. The middle temporal gyrus was activated with 
caricatures and graphic emoticons. We may perceive graphic emoticons and caricatures as 
dynamic and living agents. It is believed that caricatures and graphics emoticons play 
an important role in enriching communication among users. 
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１．研究開始当初の背景 

日常のメディアを用いたコミュニケーシ
ョンの中で様々な「抽象顔」が用いられてい
る．抽象顔コミュニケーションは「抽象度」
と「表現力」で比較できる．表現力とは，デ
フォルメや特定のパーツの強調などを用い

て，より豊かに“感情“や“面白味“を表現
する能力である．抽象度が高い顔文字や顔ア
イコンは用いる顔パーツや材料が少なく，表
現力は限られる．抽象度が中程度である似顔
絵やマンガは，誇張表現が自由自在であり，
感情表現が豊かで面白味があり，そのバリエ
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ージョンは多数に及ぶ．抽象顔（特にマンガ
や似顔絵のように抽象度が中程度のもの）の
有用性が考えられるにもかかわらず，これま
での電子的コミュニケーションツールでは，
似顔絵やマンガを用いたものは作られてこ
なかった． 

そこで本研究では，抽象顔を用いた新しい
コミュニケーションツールの開発を目的と
し，抽象顔コミュニケーションにおける問題
点に対し，脳活動計測を用いて解決に取り組
む． 
 
２．研究の目的 

本研究では顔の抽象度に着目し，抽象顔の
性質を fMRI を用いた脳計測から探る．本研
究では，「顔文字」「顔アイコン」などを見た
ときの脳活動を fMRI で計測した実験を報告
する．本研究を進め，顔の抽象度ごとの脳活
動を fMRI を用いて観察していくことで，抽
象顔の特徴やそれを用いたコミュニケーシ
ョンの解明ができると考えられる． 
 
３．研究の方法 

本実験では，日立メディコ製 1.5T 超伝導
磁場型 MRI スキャナ Stratis-II（本学千葉ニ
ュータウンキャンパス内）を使用した．fMRI
装置内で横になった実験協力者にプリズム
眼鏡を装着してもらい，足元方向にあるスク
リーンに映し出される視覚刺激を見てもら
った．顔文字，顔アイコン，顔写真の刺激の
呈示はブロックデザインに基づいた．ブロッ
クデザインとは，実験協力者の刺激提示区間
を「タスク」と「レスト」の二区間（ブロッ
ク）に分け，そのときの脳活動の差分を見る
方法である．例えば，顔文字の実験のときに
は，実験協力者にタスク刺激として顔文字，
レスト刺激として文字列をランダム（スクラ
ンブル）化したものを見せて比較する．今回
のブロックデザインでは，レストとタスクで，
それぞれ 5 秒ずつ 10 回刺激を表示し，レス
トとタスクのブロックを 3回入れ換え提示す
る． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１ 顔文字(タスク,上)と記号(レスト,下)
の例 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２ 顔アイコン(タスク,上)とスクランブ
ル画像(レスト,下)の例 
 

似顔絵については，実験協力者と知人関係
である「描かれ手」の似顔絵を 46 枚用意し
た．タスクでははじめに，提示する似顔絵刺
激の「描かれ手」の“名前“を文字列として
提示した後，似顔絵を提示する．レストでは，
名前を連想させないランダムな漢字文字列
とスクランブル画像刺激を提示する．両条件
ともに文字列刺激を 500 ミリ秒，その後に画
像刺激を 4 秒間提示する．実験後，似顔絵に
ついて「おもしろい～おもしろくない」，「本
人らしい～本人らしくない」などを各 5 段階
で評価するアンケートを実施した．「おもし
ろい」と評価された似顔絵提示時と「おもし
ろくない」と評価された似顔絵提示時のそれ
ぞれの脳賦活を解析した． 
 
４．研究成果 

これまでの脳計測結果を述べる．最も抽象
性が高い顔文字について，「嬉しい」または
「悲しい」のいずれかを答えさせる感情弁別
課題により，右下前頭回に有意な賦活が見ら
れた．顔アイコンおよび顔画像による感情弁
別課題では，右下前頭回と右紡錘状回に賦活
が見られた．顔文字の場合，右紡錘状回に有
意な賦活が無かったことから，顔の抽象性の
違いが紡錘状回の活動の差に現れ，感情弁別
についてはいずれも同じ右下前頭回の部位
が賦活したことがわかった．似顔絵について
は提示課題により，側頭回付近に有意な賦活
が見られた. 似顔絵は静的な絵だが，人の動
きを推測するバイオロジカルモーションや
生物的な動きを推測する表現が感じられた
めに，側頭回領域が賦活していると推測され
る． 

感情弁別課題で賦活した右下前頭回は，非
言語コミュニケーションに関連すると言わ
れている部位である．この部位に注目するこ
とで気持ちの通じた感情コミュニケーショ
ンの仕組みが解明できるかもしれない．また，
側頭回の賦活から，似顔絵や CG キャラクタ
を用いることで，見ている対象や対話相手の



表現や動き，気持ちを推測するコミュニケー
ションの仕組みが分かる可能性がある．この
ように，各抽象顔の特徴と脳部位の対応に注
目することで顔とコミュニケーションの仕
組みが解明できる可能性が考えられた．  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図３ 有意な賦活部分（右側より見た脳） 
 

 
 

以上より，脳計測からのコミュニケーショ
ンのデザインを考察する．まず，コミュニケ
ーションで重要な役割をもつ「顔」をデザイ
ンする際，紡錘状回の賦活が顔として認知さ
れるかの基準とすることができる．顔文字は
紡錘状回を賦活させず，顔アイコン程度の抽
象度であれば賦活することを示唆している．
顔文字は顔を意識しないで直接コミュニケ
ーション相手の感情の判断ができているデ
ザインであることがわかる．さらに，たとえ
顔の形状をしていなくても，右下前頭回を賦
活できるような形状や対象であれば，それは
コミュニケーションの相手の非言語情報判
断が可能なインタフェースデザインである
と考えられる． 

以上のように，エージェントやロボットの
デザインには，エージェントの感情をユーザ
が判断をできるか，また，エージェントの動

きから意味や意図が理解できるかの観点が
重要であると考える．さらに，期待するデザ
インに至っているかを脳計測から特定の部
位の賦活によって評価できると考える． 

今現在の脳機能の研究では，脳部位の詳細
な機能が未解明であったり，研究者によって
異なる賦活結果になっているものもある．デ
ザイン評価のためには，今後の詳細な脳機能
の解明を待つ必要がある． 
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